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３月に入ってからは毎日暑い日が続いております。山手ではときどき雨が降っていますが、Davidをはじめ、海抜の低い太平洋岸地域では黒い雲は現れるものの一滴も配給してもらえず、道路が舗装されていない所では車が通るたびにもうもうたる砂埃が舞い上がり、何もかも真っ白？になっています。もちろん道ばたの草も水切れで茶色に枯れており、我が家の芝生も雨が降るのを首を長くして待っています。

職場でのバレンタインデーの催し

　２月14日はバレンタインデー（Día de amistad, 愛の日）。職場では男性も女性もこの日は赤色の服、またはズボン、またはネクタイを着用するようオフレが回ってきました。街の中ではすでに９日頃から赤い服を着た人が散見されてはいましたが。私はそのような服は持っていませんので、急遽衣料店へ駆け込み、大枚５ドルを払ってスポーツシャツを購入しました。

当日の服装は、完全な赤色のシャツもあれが、白地に赤い格子縞が入ったシャツ、黒色と赤色が入り混じったシャツなど、かなりバラエティに富んでいましたが、必ずどこかに赤色が使われていました。しかしいつもの仕事着のままの仲間もいました。

仕事は午前中で終わり、フィエスタは勤務先の会議室で催されました。会場にはハート型をしたゴム風船と赤色の布で飾られていました。正面の席には独身者（女性５名、男性１名）が着席。催しの準備、運営は当番にあたった仲間達が準備し、フィエスタが始まる前にまずは食事。　

昼食メニュー：パエリア、キャベツのサラダ、プラタノ（バナナの煮たもの）、ジュース

食事後フィエスタの開始

・当番からの開会宣言

・局長代理の挨拶

· 詩の朗読

· 仲間からのお祝いの挨拶

· 独身者６名から、それぞれ一言挨拶。４番目にあたった女性はごく簡単に挨拶し、そのあとの二人は前と同じと言って挨拶を逃げてしまいました。

· 各独身者に対して、６人の仲間達からお祝いの品物を渡す。

· ２月の誕生月の仲間２名に対してお祝いの歌のプレゼント（この歌のメロディは日本と同じですが、題名が思い出せません）。ケーキの披露（後ほど切ってみんなに分配）

· ワインで乾杯

· ハート型をしたピニャータ（アメがはいっている）を天井から吊し、独身女性が次々にそれをひっぱたきます。男性がそのピニャータの吊した紐を上下に動かし、叩かれないように動かすので大騒動です。最後にはピニャータはボロボロになってアメがこぼれだし、みんなわっと駆け寄って拾い集めました。実に楽しそうでした。

· 誕生ケーキを食べて三々五々解散。

バレンタインデーには、日本ではチョコレート屋の陰謀で、女性から男性にチョコレートをプレゼントする風習がありますが、こちらではそのようなことはまったくしません。

踏んだりけったりの年末年始の我が家（トラブル続出）

最初のトラブル（電話不通）

· 12月10日頃から電話に雑音が入り、携帯電話への通話が不通になる。

· 日増しに雑音がひどくなり、聞き取りにくくなった。また、雑音によりメールの送受信にも影響が出始めた。

· 12月24日にはまったく通じなくなった。

· 仲間の話によると、家主が電話料を滞納しているのでは？

· 家主に何度電話しても留守電でばかり。

· やっと会社の電話で捕まえて話すと、12月中頃に支払ったとのこと。

· 同僚に頼んで電話局に確認すると、２カ月滞納とのこと。再結線料として40ドル必要。

· 家主がやってきて、12月に払った領収書を見せてくれた。しかし、よくみると支払い分が９月までであったのでそれを指摘した。

· 12月31日、家主が滞納分を支払ったので電話は生き返った。

第２のトラブル（メール送受信不能）

· 12月31日、久しぶりにメールが送れると期待をこめて、パソコンを準備したが、サーバに繋がらなかった。

· １月１日、送受信不能

· １月２日、サーバに出向き、原因について尋ねると、私のパソコンではなくて、メールサーバの方のトラブルとのこと。明日にはつながるだろうとのこと。

· １月5日、サーバに出向くと、電話局と契約でもめているとのこと。明日まで待って欲しい。

· １月６日、サーバに出向くと、メール業務は中止し、インターネットカフェのみ継続するので、今後はこれを利用してもらったら割安になり、前払いした使用料は１月16日に払い戻すとのこと。

· １月７日、別のメール業者と契約

· １月10日、新しいメールがつながって一安心。半月ぶりに通信が復活。

· １月16日、20日、メールサーバへ出かけるも経営者は不在。

· １月21日、朝は不在、午後再度出向いて前払い金をやっと回収（120ドル）、一件落着。

第３のトラブル（停電、異常電流）

· １月１日、朝から激しい風が吹き荒れ、午後には停電。

· 夕方、復旧したと思ったとたん、バシッと音がして再び停電。ブレーカは異常なし。台所、玄関のみ通電していたが、電灯の灯りがやけに明るい。しかし、すぐに蛍光灯が切れてしまった。高圧電流が流れこんでいる恐れがあったのですべての灯りを消す。家主がやってきたが、原因不明。ロウソクと懐中電灯での一夜。

· １月２日、冷蔵庫はモ－タ音はするが、冷やす機能は失われてしまった。電気会社が調べた結果、外線との接続部が壊れていたとのこと。午後、テクニコがやってきて蛍光灯の球交換（６箇所）、うち２箇所はグロ球、安定器も焼けていたので、修理は翌日になった。夕方、メカニコが冷蔵庫のモータを交換。そのとき洗濯機が動かないのにきづいた（１月６日に部品を交換するとのこと）。

· １月６日、メカニコはやってこなかった。

· １月９日、再度、冷蔵庫がダウン。

· １月12日、メカニコが冷蔵庫を仮修理

· １月13日、メカニコが冷蔵庫の部品２個を交換して完全普及。

· １月21日、洗濯機がやっと修理完了（家主に何度も電話して、早く直すようにせかしたものの、ラチがあきませんでした。この原因は修理をするメカニコが部品を持っておらず、その手配に時間がかかっていたようです。）。

第４のトラブル（家主の携帯電話）

· 12月末、携帯電話が故障、新しいのに更新

· １月中頃、携帯電話を盗難、新しいのに更新

· トラブルのあった期間中にこのように２度の故障・盗難があったため、留守電状態になり、家主との連絡が十分にとれませんでした。

洗濯機の故障では、掃除、洗濯を頼んでいる女性にだいぶ負担をかけました。

冷蔵庫の故障では、保存されている食料（肉類）をなんとか維持しようと奮闘しましたが、それも限界に達し、一度は腐らせる前に雇っている女性にすべての肉類を処分してもらいました。

停電にともなう高圧電流流入による我が家の経済的な損失は、肉類10ドル、蛍光灯15ドルです。大家の損失は不明。不可抗力の事故のため、何処にも尻を持ってゆけませんでした。

今回のもろもろのトラブルでは、修理がスムーズに進まずいらいらさせられ、かなり疲れました。しかし、済んでしまえばそんなこともあったかな、と思い出す程度で、いまは現地生活を楽しんでいます。

写真、左：　バレンタインデーのフィエスタ会場

写真、中：　ピニャータを棒で力いっぱい叩く（ハート型の厚紙の中にアメが詰まっている）

写真、右：　バレンタインデーに便乗した今月の誕生月の仲間へのお祝

